
平成26年9月1日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

1 志摩市

対談項目１
未利用資源活用によ
る特産品開発につい
て

水産研究所の生物資
源の生産への指導に
ついて

・未利用資源の活用にあたっては、県水産
研究所にご指導いただき、ありがたいと
思ってます。
・志摩地域には「アカモク」と呼ばれる海
藻が広く分布しているが、これまでは、全
く価値がないものとして扱われてきまし
た。
・近年、健康食ブームにより、全国的に
「アカモク」の認知度が急上昇してきまし
た。
・志摩地域では、国の補助金メニューを平
成２４、２５年と活用し、「アカモク」を
新たな特産品にすべく、色々な商品を開発
してきました。

・これまで利用されてこなかった「アカモ
ク」が、関係機関との連携によって様々な
商品として開発され、販売にこぎつけるな
ど、今後の展開が期待されるところです。
・水産研究所では、伊雑ノ浦で行っている
「ウスバアオノリ」の安定生産や商品化に
向けた取組を引き続き進めていくので、ご
協力をお願いします。

平成２６年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）１対１対談の主な発言内容
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2 志摩市

対談項目１
未利用資源活用によ
る特産品開発につい
て

アカモク加工業者への
補助金等の支援につ
いて

・志摩市内には製造加工所がないため、
「アカモク」の安定した供給ができず、そ
のための施設整備がこれからの課題となっ
ています。
・県補助金等、加工業者への支援ができる
制度はないでしょうか。

・製造施設整備については、販路確保と並
行してどのような施設をつくるのかについ
てご検討をお願いします。
・第１次産業者の漁業者と第２次産業者の
加工業者が連携して取り組む場合に活用で
きる「６次産業化ネットワーク活動交付
金」があります。
・他にも、初期段階の必要経費に対して支
援する「みえ地域コミュニティ応援ファン
ド」や大学、公的試験場と共同研究開発を
行う事業に対して支援する「みえ農商工連
携推進ファンド」があります。
・これらファンドは、ソフト事業ととも
に、機器借用料、機器整備等設備費も支援
対象となっているので、どの支援策を活用
するのかについて担当課も積極的に相談に
乗らせていただきたいと思っています。
・２つ以上の市町が連携して取組む場合、
「南部地域活性化基金」の活用も対象とな
るので、検討をお願いします。
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3 志摩市

対談項目１
未利用資源活用によ
る特産品開発につい
て

アカモクや三重県産海
藻の給食利用等によ
る利用拡大について

・県では、毎月「みえ地物一番給食の日」
を設定しており、昨年１１月には県内産海
藻を使った献立１１事例について報告があ
りました。
・「アカモク」については、今年６月に志
摩市の学校給食に提供されたと聞いていま
す。
・今年４月には、志摩市商工会から三重県
学校給食会に商品開発の依頼があり、学校
栄養職員等を対象に、「アカモク」加工品
のサンプルを提供し、学校給食の食材とし
ての活用方法について意見を求めたとこ
ろ、好評でした。
・今後は、今年度の学校給食地場産品導入
事業で、学校給食食材としての使用を視野
に検証をしていくので、協力をお願いしま
す。
・県では、「地場産品導入促進検討会」を
開催しており、学校給食に導入を図りたい
食材等あったら連携して進めていきたい。
・広く利用できる条件が整えば、市町教育
委員会に啓発し、活用の推進を働きかけて
いくので、協力をお願いします。

・今後、「アカモク」や三重県産の海藻を
給食で提供していくことができないか、ご
検討をお願いします。

3／5



平成26年9月1日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

平成２６年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）１対１対談の主な発言内容

4 志摩市

対談項目２
志摩の郷土料理『てこ
ね寿司』を利用した”
まちおこし”と志摩ブラ
ンドのＰＲについて

郷土料理、地元食材
を一堂に披露する場、
冊子等の作成の検討

・志摩の郷土料理「てこね寿司」を、志摩
市商工会では昨年度から”まちおこし”と
して取り上げ、地域の観光対策として「稼
げる事業者」を育てることに取り組んでき
ました。
・志摩市では「てこね寿司」を市内外へＰ
Ｒしたく、「てこね寿司マップ」を作成し
ました。
・昨年から続く遷宮ブームをＰＲチャンス
と捉え、「てこね寿司マップ」を活用し、
地域住民の地域愛が高まり、地域を誇れる
気持が深まるよう頑張っていきたいと思っ
ています。
・志摩市は、志摩市商工会と協力して志摩
市地域ブランド推進協議会を発足させまし
た。
・平成２３年度からは一次産品、加工品だ
けでなく、自然や景観もブランド認定する
ことになりました。
・今後、「てこね寿司」のＰＲの場を設け
ていただきたく、県において、県の郷土料
理を一堂に披露する場や料理を周知するた
め配布できる冊子等の作成をご検討願いま
す。
・また、志摩ブランドのＰＲのため、県内
の地元食材を一堂に披露する場や、地元食
材を周知するため配布できる冊子等の作成
をご検討願います。

・県は今年から５年間、集中的に「食」を
切り口とした情報発信に取り組んでいま
す。
・今年度は、１０月に「みえ食の逸品フェ
ア２０１４」を外宮周辺で開催し、三重の
食材や特産品の販売をする予定ですので、
志摩市も「てこね寿司」等の出品につい
て、ご協力をお願いします。
・県では平成２４年度に「みえセレクショ
ン」制度を創設し、志摩地域の県産品を含
む５７品目を認定し、ＰＲ用の冊子も作成
しているところです。
・また、三重テラスも活用し、志摩産の産
品をＰＲしていっていただきますようお願
いします。

4／5




